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中型自動運転バスによる実証実験に係るバス運行事業者を決定
 ラストマイル自動走行実証事業の一環として、地域における交通事故の削減や高齢者の
移動手段の確保等に資するため、中型自動運転バスによる移動サービスの事業化に向け
た実証実験を実施。
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全長：９ｍ、全幅：２.３ｍ、全高：３ｍ
乗車定員：５６人（着座２８席）
最高速度：５０ｋｍ／ｈ

○昨年度まで小型自動運転バスの実証実験を実施してきたが、事業性を向上するた
めには、より乗車人数が多いバスによる自動運転が必要であるとの意見があり、
今年度以降、中型自動運転バスによる実証実験を実施。

○中型自動運転バスによる事業モデルを確立することを目的として、２台の中型
バスを開発し、全国各地における多様な走行環境における実証実験を実施。

○このため、全国から実証実験を実施するバス運行事業者について、本年６月から８
月に公募を実施。１３事業者からの応募があり、外部有識者などによる厳正な審査
を経て、１０月１６日に５つの事業者を選定。

①茨城交通株式会社（茨城県日立市）

②大津市、京阪バス株式会社（滋賀県大津市）

③神奈川中央交通株式会社（神奈川県横浜市）

④神姫バス株式会社（兵庫県三田市）

⑤西日本鉄道株式会社（福岡県北九州市、苅田町）

今後の予定

採択事業者

2019年度：中型自動運転バス（２台）開発、小型バスによるプレ実証（西鉄）

2020年度：５事業者、５カ所、１カ所３～６ヶ月の期間で実証実験を実施






